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平成29年度当初予算総額 351億8,030万円を可決
一般会計予算188億5,470万円 特別 会計・企業会計163億2,560万円 】

平成29年度
特別会計・企業会計予算

（単位：千円）

集中管理特別会計 3,565,889

下水道事業特別会計 757,801

集落排水事業特別会計 375,356

浄化槽事業特別会計 95,015

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,688,504

国民健康保険特別会計（田沢診療施設勘定） 24,332

国民健康保険特別会計（神代診療施設勘定） 96,902

後期高齢者医療特別会計 288,507

介護保険特別会計 453,873

生保内財産区特別会計 73,490

田沢財産区特別会計 34,000

雲沢財産区特別会計 3,991

簡易水道事業特別会計（水道事業会計に移行）

病院事業会計 5,653,862

温泉事業会計 77,669

水道事業会計 1,136,413

合計 16,325,600

（注）企業会計については、収益的支出及び資本的支出の
合算額を登載した。

第１回定例会が 2 月 23 日から 3 月 17 日ま
での 23 日間の会期で開催され、平成 29

年度一般会計予算案等 61 件が審議された。各
常任委員会の審議を経た議会最終日の本会議で
は一般会計予算案を修正可決、条例一部改正案

1 件を否決、常任委員会で否決された条例案の
一部を修正可決、角館総合支所ＪＲ角館駅前建
設請願 3 件はそれぞれ総務常任委員会で不採択
になり、本会議においても賛成少数で不採択に
なった。

−３月定例会−

クニマス未来館建設設計業者
渡辺佐文設計事務所が
設計違算賠償金の支払いを拒否

クニマス未来館（仮称）の設計業務を依頼していた
渡辺佐文設計事務所（秋田市山王）による当該設

計の資材等の積算に常識外の多数の違
い さ ん

算と設計もれが
入札公示後に発覚した。当局と議会で善後策を協議す
る中で、当該設計事務所から違算による損害額と営業
遅延による損害額を賠償する旨の約束が得られたとし
て、賠償金相当額 2,102 万円を補正予算に計上した。し
かし、約束した期日になっても当該事務所からの送金
がなく、確認したところ先方の依頼した弁護士を通じ
て支払いを拒否し、訴訟に持ち込む旨の通告があった
という。なぜ支払いの約束を取り付けた時点で念書も
取らずに法的根拠の薄い覚書で合意してしまったのか。
こうした不手際は㈱司食品工業の一方的な本市進出予
定反

ほ ご

古事案と酷
こ く じ

似しており、明らかに覚書では不十分
と予測できたケースであり、執行部の行政管理の未熟
さと統治能力の欠如をまた露呈したと言わざるを得な
い。
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保
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定
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農
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農
地
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用
最
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の
定

数
に
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す
る
条
例
制
定
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・
仙
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市
農
業
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会
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員
候
補
者
選
考
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会
条
例
制
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・
水
道
事
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統
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等
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係
条
例
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整
備
等
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関
す
る
条
例
制
定
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・
仙
北
市
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別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
案

・
仙
北
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税
条
例
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一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
案

・
仙
北
市
病
院
事
業
使
用
量
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び
手
数
料
徴
収
条
例
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一
部
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改
正
す

る
条
例
制
定
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仙
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市
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宅
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護
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援
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廃
止
す
る
条
例
制
定
案

可決された
主な議案・意見書
（一般会計予算関係は除く）

平成29年度当初予算総額 351億8,030万円を可決
一般会計予算188億5,470万円 特別 会計・企業会計163億2,560万円【

本定例会の焦点概要説明

本定例会は庁舎問題や、クニマス未来館（仮称）条例の委員会否決等々多
くの問題点を抱えた定例会になった。焦点としては一般会計の「総合給

食センター建設事業費」4,689 万円に対し、建設場所の提示の仕方や除雪スペー
スの設計への盛り込み等、具体性を欠き、基本計画が甘すぎるとして事務的
経費 19 万 8 千円を残して修正可決した。

　庁舎問題は角館地区 3 団体から、角館総合支所の建設地を JR 角館駅前にし
て欲しいとのほぼ同一主旨の請願 3 本の取り扱いが注視された。全員協議会
や総務文教常任委員会に多くの傍聴者があり、庁舎建設予定地に対する市民
の関心の深さがうかがわれた。採決は、所管委員会では賛成者なしで不採択
となり、本会議でも賛成者少数で不採択になった。
　一方「田町山」建設案に係わる調査費は賛成多数で可決され、建設規模に
なお異論があるものの、角館支所田町山建設案が現実味を帯びてきた。

　さらにクニマス未来館の条例案が総務文教常任委員会で渡辺佐文設計事務
所の賠償金の支払い拒否問題もあり、賛成者少数で否決されたが一方で付帯
案件と言うべき管理運営費 1,823 万円を可決しており、その矛盾点や否決され
ると建物や外構工事が完成しても開館できない状況に陥り、これまでの議決
や渡辺佐文設計への開館遅

ち え ん

延請求にも矛盾が生じるおそれもあり、本会議で
は賛成多数で可決となったが、そもそも有資格者がいなくて建設設計の積算
ができない当局にも問題があり、事後対応にも大きな問題があった。議会側
としても委員会のあり方や議論の浅

せんぱく

薄さが問題視され汚点を残す結果となっ
た。

188億5,470万円 188億5,470万円

地方交付税
8,500,000千円
（45.1%）

人件費
2,973,387千円
（15.8%）

扶助費
2,251,611千円
（11.9%）

物件費
3,231,899千円
（17.1%）

維持補修費
439,949千円
（2.3%）

積立金
283,477千円
（1.5%）

貸付金
402,400千円
（2.1%）

補助費等
2,963,816千円

（15.7%）

繰出金
2,181,189千円

（11,6%）

公債費
2,188,656千円
（11.6%）

使用料及び手数料
287,212千円（1.5%）

その他
162,055千円（0.8%）

諸収入
742,017千円

（3.9%）

国庫支出金
1,703,661千円
（9.0%）

市税
2,547,977千円
（13.5%）

県支出金
1,063,209千円
（5.7%）

贈与税・
地方消費税交付金
645,702千円
（3.4%）

市債
2,194,600千円

（11.7%） 普通建設事業費
1,782,898千円

（9.5%）

繰入金
1,008,257千円

（5.4%）

自
主

財
源

依
存

財
源

義
務
的

経
費

投
資
的

経
費

そ
の
他

経
費

予備費
3,140千円（0.2%）

投資及び出資金
124,015千円（0.7%）

支出
（性質別）

収入
（財源別）

社会保障費が増大し税収が落ち込む中、財政硬直をどう避ける
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予算常任委員会

議案番号

　　氏　　名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

党及び会派に属しない議員
公
明
党

共
産
党

佐

藤

大

成

髙
橋
　
　
豪

門

脇

民

夫

田

口

寿

宜

大

石

温

基

阿
部
則
比
古

黒

沢

龍

己

小

田

嶋

忠

荒
木
田
俊
一

安
藤
　
　
武

小

林

幸

悦

伊

藤

邦

彦

真

崎

寿

浩

八
桺
良
太
郎

高

久

昭

二

稲
田
　
　
修

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

議案第 1 号 仙北市田沢湖クニマス未来館条例制定について 3.17 可決 反 賛 賛 賛 退 反 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛

議案第 2 号 仙北市思い出の潟分校条例制定について修正案 3.17 可決 賛 賛 賛 賛 退 反 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第 3 号 仙北市田沢湖クニマス未来館等観覧料の特例に関する
条例制定について 3.17 可決 反 賛 賛 賛 退 反 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛

議案第 7 号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備
に関する条例制定について

3.17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 反

議案第15号 仙北市高等学校入学準備金貸付条例の一部を改正する
条例の制定について 3.17 否決 賛 反 賛 反 反 反 反 賛 反 欠 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 反

議案第20号 仙北市田沢湖郷土史料館条例を廃止する条例制定につ
いて 3.17 可決 反 賛 反 賛 反 反 賛 賛 賛 欠 賛 反 賛 賛 反 反 反 賛

議案第24号 平成 29 年度仙北市一般会計予算 修正案 3.17 可決 反 反 賛 賛 賛 賛 退 賛 賛 欠 反 賛 賛 退 反 賛 賛 反

議案第29号 平成 29 年度仙北市国民健康保険特別会計予算 3.17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 反

議案第39号 平成 28 年度仙北市一般会計補正予算（第 7 号） 3.17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 反

議案第44号 平成 28 年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算（第
4 号） 3.17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

請願第 1 号 仙北市役所角館庁舎をＪＲ角館駅前に建設することを
求める請願書 3.17 不採択 反 賛 反 反 反 反 賛 賛 反 欠 賛 反 反 賛 反 反 反 反

請願第 2 号 角館庁舎の建設に関する請願書 3.17 不採択 反 賛 反 反 反 反 賛 賛 反 欠 賛 反 反 賛 反 反 反 反

請願第 3 号 仙北市役所角館庁舎建替えについての請願書 3.17 不採択 反 賛 反 反 反 反 賛 賛 反 欠 賛 反 反 賛 反 反 反 反

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

凡例 : 賛→賛成、反→反対　退→退場　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 （平成29年 第1回 仙北市議会定例会（招集日：2/23　最終日：3/17）

平成29年度仙北市一般会計予算
　予算委員会は、付託を受けた平成 29 年度一般会計予算、平成 28 年度一般会計補正予算について、3 月 7
日議案質疑、8 日～ 10 日の 3 日間は各分会審査、14 日は各分科会審査報告、15 日には討論採決が行われた。

平成28年度一般会計補正予算
　２人の委員から反対討論があり、採決の結果、賛成多数で可決されました。

「総合給食センター建設事業費
4,689万8千円を19万８千円に減額する」修正案
　学校の適正配置の進み具合と併せて進行すべきである等の理由から、
建設自体には反対しないが、議会へ明確に答弁できない部分がある為、
基本設計と地質調査にかかる委託経費を減額する。検討する為の経費は
減額しないので、今一度、基本計画の精査と明確な説明ができるよう進
めていただきたい。

小林委員ほか１名からの修正案
　荒木田委員の修正案に加え、予算規模や具体的構想に乏しく、体育館
建設ビジョンが不明瞭である等により「仙北市総合体育館建設事業費
542 万円を減額する」。更に角館庁舎の移転建設にあたり、町内会や地
域代表から建設地を駅前に求める請願書が提出されている。又、山の上
でなく平地に建設して欲しいという住民要望に応えるべきである等によ
り「庁舎整備事業費 1,055 万 2 千円を減額する」修正案。

採　決
■総合給食センターの減額修

正案は、採決の結果、賛成
多数で可決されました。

■総合体育館建設事業費と庁
舎整備事業費の減額修正案
については、反対討論があ
り、採決の結果、賛成少数
で否決されました。

■原案に対しては、反対討論
があり、賛成多数で一般会
計総額を、198億円から188
億5,470万円に修正すべきも
のと決定。

修
正
案
が
２
件
提
出
さ
れ
る
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7
人
の
提
言

荒木田俊一 議員

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
基

本
計
画
は
適
正
な
の
か

質
問　

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
基
本

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。
こ
の
計
画

と
市
内
学
校
適
正
配
置
は
リ
ン
ク

し
な
い
の
か
。

　

適
正
配
置
の
計
画
後
に
、
給
食

セ
ン
タ
ー
計
画
が
あ
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

学
校
統
合
等

の
再
編
が
行
わ
れ
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
提
供
食
数
に
変
動
は
な
い

と
現
時
点
で
は
考
え
て
い
る
。
学

校
数
の
減
少
が
今
後
考
え
ら
れ

る
。

　

配
送
ル
ー
ト
の
変
更
、
食
缶
と

か
コ
ン
テ
ナ
数
の
変
更
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
の
で
、
し
っ
か
り
考

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
組
み
の
課
題
と

進
め
方
に
つ
い
て

質
問　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
取
組
み
の
課
題
と
進
め
方

は
現
状
で
良
い
の
か
。

答
弁　

推
進
の
た
め
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
２
月
か
ら
観
光
課

で
職
務
を
開
始
し
て
い
る
。

　

一
番
の
課
題
と
し
て
、
市
民
や

民
間
の
方
々
か
ら
協
力
を
頂
い
た

り
、
市
民
を
支
え
る
立
場
の
市
役

所
が
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重

要
で
、
職
員
の
意
識
転
換
を
進
め

て
い
く
。
そ
れ
を
見
て
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
状
況
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。

の
で
あ
る
。

　

跡
地
と
い
う
表
記
は
、
公
文
書

と
同
様
の
扱
い
を
考
え
た
時
に
、

不
適
切
で
あ
り
申
し
訳
な
い
。

質
問　

病
院
跡
地
と
な
る
場
所

に
は
、
工
場
と
み
な
さ
れ
る
給
食

セ
ン
タ
ー
は
建
て
ら
れ
な
い
の

か
。
私
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
不

可
能
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
弁　

都
市
計
画
上
、
無
理
と
理

解
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
県
の

審
査
会
に
諮
れ
ば
不
可
能
で
は

な
い
事
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、

平
成
32
年
の
合
併
特
例
債
を
目

標
に
し
て
い
る
の
で
、
時
間
的
に

厳
し
い
と
思
う
。

文
化
財
行
政
に
つ
い
て

質
問　

市
内
に
は
、
多
く
の
文
化

財
が
あ
る
。
中
に
は
古
文
書
の
解

読
グ
ル
ー
プ
が
、
佐
竹
北
家
日
記

を
解
読
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

知
っ
て
も
ら
う
努
力
を
し
て
い

る
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

文
化
財
に
光

を
当
て
、
市
民
に
理
解
頂
け
る
よ

う
な
機
会
を
設
け
、
展
示
等
を
工

夫
す
る
。
過
去
に
文
化
財
の
本
を

作
ろ
う
と
取
組
ん
だ
が
、
写
真

撮
影
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
今

後
、
し
っ
か
り
と
取
組
ん
で
い
き

た
い
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

え
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
基
本
設

計
の
段
階
、
政
策
策
定
段
階
で
、

学
校
適
正
配
置
の
計
画
と
リ
ン
ク

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

28
年
12
月
作
成
さ
れ
た
基

本
計
画
の
表
記
に
、
現
在
使
用
し

て
い
る
角
館
病
院
の
場
所
を
、
跡

地
と
し
て
表
記
し
て
い
る
。
建
設

候
補
地
と
し
て
あ
げ
て
い
る
４
ヶ

所
に
は
、
建
設
不
可
能
な
場
所
が

３
ヶ
所
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
基
本
計
画
は
適
正
な
の

か
。
こ
の
程
度
の
計
画
で
、
13
億

円
と
も
い
わ
れ
て
い
る
事
業
が
ス

タ
ー
ト
で
き
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

基
本
計
画
の

性
格
上
、
市
が
所
有
す
る
土
地
の

う
ち
、
可
能
性
の
あ
る
候
補
地
を

広
く
取
り
上
げ
て
、
検
討
し
た
も

教育長 市所有地を候補地として検討したものである

総合給食センター基本計画は適正なのか

・ユニバーサルツーリズム…高齢や障がい等の有無にかかわらず、誰もが安心して気兼ねなく旅行を楽しむことができる環境。用語
解説

■総合給食センター建設候補地の西木工業団地内

■築30年の角館給食センター
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人
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言

妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

「
仙
北
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」

の
開
設
を

質
問　

妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
の

本
市
に
お
け
る
窓
口
と
現
状
「
仙

北
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
開
設
に
関

す
る
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

保
健
課
で
は
、
母
子
手
帳

の
交
付
を
受
け
、
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
（
生
後
２
ヶ
月
）
を

実
施
し
て
い
る
。

　

市
民
課
は
医
療
費
助
成
等
、
子

育
て
推
進
課
は
誕
生
祝
金
支
給
や

保
育
施
設
を
運
営
し
て
い
る
。

　

家
庭
援
護
係
で
は
、
相
談
員
２

名
を
配
置
し
て
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年

　

シ
ス
テ
ム
構
築
費
は
、
全
国
平

均
約
１
６
０
０
万
円
で
、
総
事
業

費
の
２
分
の
１
が
特
別
交
付
税

措
置
で
き
る
平
成
30
年
度
の
導

入
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
整
備
を
早
急
に

質
問　

本
市
の
小
中
学
校
に
お

け
る
ト
イ
レ
洋
式
化
率
は
何
％

か
。

　

学
校
施
設
の
不
便
さ
に
よ
り

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
こ
と
は
良

く
な
い
。
災
害
時
に
避
難
所
と
も

な
る
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
整

備
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

市
内
12
校
の

洋
式
化
率
は
43
・
2
％
。
小
中
学

校
の
義
務
教
育
段
階
で
排
泄
を

我
慢
す
る
よ
う
な
事
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　

児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員

等
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。
災
害

時
の
避
難
場
所
と
し
て
は
、
一
定

の
洋
式
ト
イ
レ
設
備
が
必
要
と

考
え
る
。
市
長
部
局
、
総
合
防
災

課
と
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

（
田
口 

寿
宜 

記
）

平
成
29
年
度
内
に
６
要
素
の
方
向

性
を
取
り
ま
と
め
、
各
担
当
課
内

の
調
整
を
図
り
策
定
作
業
を
進
め

て
い
く
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

質
問　

住
民
の
利
便
性
を
高
め
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
為
に
も
コ
ン
ビ

ニ
交
付
や
納
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

す
べ
き
で
あ
る
。
総
務
省
の
特
別

交
付
税
措
置
が
あ
る
う
ち
に
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所

有
者
を
対
象
に
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

証
明
書
交
付
や
市
税
収
納
で
き
る

よ
う
に
す
る
。　
　

か
ら
ネ
ウ
ボ
ラ
開
設
に
向
け
て
協

議
が
始
ま
り
、
保
健
師
が
ネ
ウ
ボ

ラ
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。
分
散

し
て
い
る
各
課
の
業
務
を
集
約

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス

窓
口
が
効
果
的
と
思
う
。

　

平
成
29
年
度
中
に
ネ
ウ
ボ
ラ
の

看
板
を
掲
げ
る
事
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
。

仙
北
市
の

業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
策
定
せ
よ

質
問　

昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
、

５
市
町
で
本
庁
舎
が
崩
壊
し
、
被

災
者
支
援
に
支
障
を
き
た
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

に
関
し
て
、
以
下
の
６
要
素
と
１

項
目
に
つ
い
て
伺
う
。

①
本
市
の
業
務
継
続
計
画
策
定
は

②
市
長
不
在
時
の
代
行
順
位
と
職

員
の
参
集
体
制
③
本
庁
舎
使
用
不

可
能
時
の
代
替
庁
舎
の
特
定
④
電

気
、
水
、
食
料
の
確
保
⑤
災
害
時

の
多
様
な
通
信
手
段
の
確
保
⑥
重

要
な
行
政
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
⑦
災
害
時
の
防
災
担
当
者
の
対

応
人
員

答
弁　

６
要
素
の
各
項
目
に
つ
い

て
は
、
参
集
体
制
や
電
気
・
水
・

食
料
の
確
保
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
な
ど
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
で
き
て
い
な
い
。

熊谷一夫 議員

市長 平成30年度の導入に向け準備進める

コンビニ交付サービスの導入を

・ネウボラ…フィンランド語で「助言の場」の意味。妊娠から就学までの相談、支援を切れ目なくサポー
トするワンストップ窓口。

・ＢＣＰ（業務継続計画）…自然災害、大火災、テロ対策等の緊急事態時に事業活動をいち早く再開し、継続
する為に策定する計画。

用語
解説

■コンビニで受け取れる各種証明書サービス機
　（機種の一例）

■昨年設置された秋田市版ネウボラの案内板
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雇
用
創
出
・
企
業
誘
致

と
移
住
・
定
住
・
子
育

て
支
援
策
を

質
問　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
で
は
あ

る
が
、
人
口
を
少
し
で
も
増
や
す

上
で
は
、
有
機
的
に
結
び
付
け
て

展
開
し
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
各
部
課
、
横
の
つ
な
が
り

を
し
っ
か
り
と
持
ち
、総
合
計
画
・

総
合
戦
略
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
強
力
に
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　

一
つ
の
部
局
で
完
結
し
て

し
ま
い
、
他
の
部
局
と
結
合
す
る

事
で
、
初
め
て
効
果
が
発
揮
出
来

る
事
に
、
あ
ま
り
重
き
を
置
い
て

い
な
か
っ
た
事
に
反
省
し
て
い

る
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る

為
に
は
、
市
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
な

け
れ
ば
叶
う
も
の
で
は
な
い
。
仙

北
市
が
一
体
と
な
っ
て
本
気
で
立

ち
向
か
う
事
が
重
要
で
あ
る
。

　

た
と
え
、
職
員
数
が
少
な
く

な
っ
て
も
そ
れ
を
補
う
組
織
力
を

強
化
し
て
課
題
の
解
決
に
向
か
い

た
い
。

市
の
魅
力
が
認
知
さ
れ
て
来
て

い
る
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

仙
北
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の

方
々
は
勿
論
、
各
種
大
会
等
で
ご

来
場
い
た
だ
く
方
々
に
対
し
て

も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
映
像
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
最
大
限
活
用
す
る
と

共
に
、
市
民
を
挙
げ
て
の
真
心
の

こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
活
動
を

更
に
強
化
を
し
、
単
に
イ
ベ
ン
ト

で
終
わ
る
事
な
く
、
ま
た
来
よ
う

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
継
続
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
八
栁 

良
太
郎 

記
）

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
が
、
実
現

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
平
成
29
年
度
は
小
さ

な
成
功
事
例
を
幾
つ
か
お
見
せ
す

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
み

た
い
。
ま
た
、
特
区
に
つ
い
て
、

市
民
の
方
々
と
の
情
報
共
有
の
場

面
を
創
る
と
共
に
、
広
報
を
活
用

し
理
解
を
広
め
て
い
き
た
い
。

観
光
振
興
策
を
示
せ

質
問　

平
成
29
年
度
は
、
本
市
に

お
い
て
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え

す
る
。
単
に
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら

せ
る
の
で
は
な
く
、
関
係
機
関
と

の
連
携
の
下
、
本
市
の
魅
力
を
最

大
限
伝
え
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
事
も
同
時
に
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
の
誘
客
宣
伝
効

果
が
現
れ
、
通
常
で
あ
れ
ば
県
庁

所
在
地
等
で
開
催
さ
れ
る
事
が
多

い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
あ
っ
て
も
、

海
外
や
全
国
各
地
か
ら
是
非
、
仙

北
市
で
開
催
し
た
い
と
い
う
オ

フ
ァ
ー
を
多
数
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
、
仙
北

地
方
創
生
・

近
未
来
技
術
実
証
特
区

に
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

質
問　

少
な
か
ら
ず
税
金
を
投
入

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
特
区
。
誰

の
為
の
何
の
た
め
の
特
区
な
の

か
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ
な

い
限
り
、
市
民
の
理
解
を
得
る
事

は
難
し
い
と
感
じ
る
。
こ
の
事
に

つ
い
て
、
当
局
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁　

国
・
自
治
体
の
連
携
の
下
、

現
在
の
規
制
を
改
革
・
緩
和
を
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
し
や
す
く
な
る

環
境
を
つ
く
る
。

　

そ
の
事
か
ら
生
ま
れ
た
利
益

は
、民
間
の
方
々
の
も
の
に
な
り
、

総
じ
て
市
民
の
利
益
に
つ
な
が
る

市長 広報等を活用し理解を広めていきたい

田口寿宜 議員

誰の為の何の為の特区なのか
明確なビジョンを示せ

■春の観光シーズン到来（刺巻水ばしょう祭り）

■市民の為になる特区を！（ドローン国際競技会）
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市長 何よりも安全・安心が大切。
研究させていただく時間をいただきたい。

答
弁　

掲
載
の
認
識
が
低
か
っ

た
。
縦
割
り
行
政
の
弊
害
の
一
端

を
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
も
の
と
深

く
反
省
を
し
て
い
る
。
新
た
に
作

成
す
る
場
合
は
記
載
す
る
。

安
心
な
高
齢
者
の
暮
ら

し
は
維
持
で
き
る
の
か

質
問　

4
月
1
日
か
ら
始
ま
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
は
、

こ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

は
、継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
の
か
。

答
弁　

み
な
し
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
。

質
問　

利
用
者
負
担
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答
弁　

現
行
の
自
己
負
担
額
と
同

額
か
、そ
れ
以
下
に
な
る
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
定
額
制
か
ら
月
の

利
用
回
数
に
応
じ
た
支
払
い
方
法

に
改
ま
る
の
で
利
用
者
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

質
問　

今
後
、
介
護
予
防
に
重
点

を
置
く
施
策
を
と
ら
れ
る
が
、
ク

リ
オ
ン
プ
ー
ル
以
外
で
の
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

市
民
団
体
の
皆
様
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
よ
り
身
近

な
小
さ
な
地
域
で
の
施
設
を
活
用

し
て
、
介
護
予
防
教
室
・
健
康
講

「
こ
ど
も
の
え
き
」の

充
実
を

質
問　

現
在
、
市
に
は
田
沢
湖
図

書
館
を
は
じ
め
十
三
か
所
に
「
こ

ど
も
の
え
き
」
が
あ
る
。
野
外
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
使
用
で
き
る
「
簡

易
こ
ど
も
の
え
き
」
を
設
置
で
き

な
い
か
。

答
弁　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
対
策
と

し
て
多
数
の
施
設
内
へ
の
設
置
が

優
先
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。
テ
ン
ト
で
、
お
む
つ
交
換

台
、
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
、
授
乳
の
場

所
が
あ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
事

例
は
、
少
し
研
究
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

質
問　

観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
に
、「
こ
ど
も
の
え
き
」
の
掲

載
が
な
い
の
は
何
故
か
。

員
も
あ
る
。
対
応
は
ど
う
か
。

　

適
正
化
計
画
に
よ
る
職
員
の

削
減
は
有
効
か
。

答
弁　

人
事
管
理
上
、
大
変
重
要

な
質
問
と
受
け
止
め
て
い
る
。
職

員
が
多
く
の
業
務
を
抱
え
込
ん

で
い
な
い
か
な
ど
考
慮
し
た
上

で
時
間
外
勤
務
命
令
を
出
し
、
勤

務
時
間
に
応
じ
た
手
当
を
支
給

し
て
い
る
。
休
日
出
勤
は
、
平
日

に
振
り
替
え
て
休
む
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

定
員
適
正
化
計
画
通
り
に
削

減
を
進
め
た
場
合
、
果
た
し
て
、

必
要
な
職
員
数
を
確
保
で
き
る

か
心
配
で
あ
る
。（

大
石 

温
基 

記
）

話
・
個
別
相
談
な
ど
の
集
ま
り
の

場
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返

納
後
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
思
う

が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

調
査
で
、
う
ち
か
ら
出
歩

く
際
の
交
通
手
段
を
心
配
し
て
い

る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

今
後
、
公
共
交
通
政
策
が
大
変

重
要
に
な
る
。

予
算
執
行
の
対
応
は

万
全
か

質
問　

依
存
財
源
が
多
い
中
で
、

補
助
金
と
し
て
の
支
出
が
多
い
。

事
業
の
検
証
、
精
査
は
適
正
に
さ

れ
て
い
る
か
。

答
弁　

継
続
す
る
補
助
金
は
十
分

な
検
証
を
行
い
、
新
規
の
も
の
は

十
分
な
精
査
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁
（
代
表
監
査
委
員
）　

必
要

性
、
有
効
性
、
時
期
、
経
費
の
額

の
妥
当
性
、
実
績
報
告
書
に
基
づ

い
て
精
算
報
告
は
確
実
に
行
わ
れ

て
い
る
か
審
査
し
て
い
る
。
27
年

度
は
適
正
で
あ
っ
た
。

質
問　

予
算
の
適
正
な
執
行
、
政

策
実
現
に
は
職
員
の
士
気
の
高
揚

が
必
要
と
思
う
。
職
員
は
日
常
業

務
に
加
え
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
動

平岡裕子 議員

イベント会場に「こどものえき」を。

■こどものえき

■ 3B 体操　みんなで楽しく健康づくり
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7
人
の
提
言

高久昭二 議員

答
弁  

高
齢
者
支
援
は
西
木
温
泉

ク
リ
オ
ン
プ
ー
ル
の
４
月
開
業
に

よ
る
健
康
増
進
と
、
今
後
高
齢
者

の
温
泉
入
浴
無
料
化
に
向
け
検
討

し
た
い
。
更
に
、
市
立
角
館
総
合

病
院
開
業
時
、
民
間
バ
ス
事
業
、

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

便
性
を
高
め
、
運
転
免
許
返
納
者

向
け
循
環
無
料
バ
ス
運
行
等
検
討

し
た
い
。

「
角
館
冬
が
た
り
」の

対
応
は
い
か
に

質
問  

角
館
冬
季
観
光
の
目
玉
で

あ
る
武
家
屋
敷
、
岩
橋
家
の
「
角

館
冬
が
た
り
」
に
つ
い
て
、
角
館

歴
史
案
内
人
組
合
へ
市
職
員
か
ら

市
民
生
活
重
視
の

市
政
に
転
換
を
図
れ

質
問  

日
本
経
済
新
聞
「
ま
ち
の

家
計
、
こ
こ
に
注
目
」
で
、
仙
北

市
が
国
交
付
税
依
存
率
全
国
５

位
（
49
・
75
％
）
で
あ
り
、
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ハ
コ
モ
ノ
事
業

に
遍
重
せ
ず
、
市
民
生
活
重
視
の

姿
勢
に
転
換
を
図
る
べ
き
で
な
い

か
。

答
弁  

市
民
の
足
元
を
照
ら
し
、

市
民
生
活
を
支
え
る
姿
勢
は
議
員

と
同
感
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
を

前
向
き
に

質
問  

子
育
て
支
援
、
学
校
給
食

費
一
部
助
成
を
12
月
定
例
議
会
で

質
問
し
た
が
、
前
向
き
に
対
応
で

き
な
い
か
。

答
弁  

給
食
費
滞
納
問
題
を
踏
み

越
え
て
、
給
食
費
無
償
化
は
い
か

が
な
も
の
か
。
再
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

高
齢
者
等
の

交
通
弱
者
対
策
は

質
問  

高
齢
者
、
障
害
者
、
運
転

免
許
返
納
者
等
の
通
院
や
買
物
交

通
手
段
確
保
と
高
齢
者
支
援
策
に

つ
い
て
伺
う
。

れ
た
が
、
い
ま
だ
仙
北
市
に
支
払

わ
れ
ず
、
逆
に
設
計
事
務
所
か
ら

弁
護
士
を
通
じ
支
払
拒
否
回
答

書
が
市
に
提
出
さ
れ
た
。
今
後
、

徴
収
に
向
け
、
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

答
弁  

市
、
設
計
事
務
所
双
方
が

交
わ
し
た
「
覚
書
」
は
社
会
通
念

上
、
設
計
事
務
所
が
支
払
い
、
負

担
を
約
束
し
た
内
容
で
あ
り
、
今

後
、
市
の
顧
問
弁
護
士
と
協
議
し

対
処
し
た
い
。

（
門
脇 

民
夫 

記
）

突
然
「
正
面
入
口
は
身
分
、
位
の

高
い
方
だ
け
が
使
用
し
て
い
た
。」

更
に
、
お
金
に
か
ら
む
言
動
を
さ

れ
た
の
で
活
動
が
一
時
休
止
さ
れ

た
事
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁  

教
育
委
員
会
の
認
識
の
欠

落
、
不
適
切
な
言
動
に
よ
り
、
多

く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

お
詫
び
す
る
。

角
館
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
通
所
安
全
対
策
は

質
問  

角
館
小
学
校
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
１
年
生
を
ス
マ
イ
ル
バ
ス

で
児
童
館
へ
送
る
こ
と
を
３
月
で

休
止
す
る
の
か
。

答
弁 

角
館
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ

全
員
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
バ
ス
利
用
に
つ
い
て
、
今
後

検
討
し
た
い
。        

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
を

設
計
し
た
事
務
所
の

違
算
・
遅
延
損
害
金
の

支
払
い
は

質
問　

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
を
設
計

し
た
事
務
所
の
違
算
・
遅
延
損
害

金(
２
１
０
２
万
円)

に
つ
い
て
、

昨
年
「
覚
書
」
が
双
方
で
交
わ
さ

市長 市民生活を支える市政は同感である

市民生活重視の市政に転換を図れ

■完成が待たれるクニマス未来館

■「角館冬がたり」歴史案内人組合との協議を
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市長 今年度、道の駅や直売施設の課題の調査・分析を行う

る
。
バ
ス
の
駐
車
場
を
含
め
多
数

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
昼
食
施

設
が
市
内
に
は
な
い
の
で
道
の
駅

を
開
設
し
て
整
備
を
進
め
る
べ
き

で
な
い
か
。

答
弁　

県
が
進
め
る
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
に
よ
る
観
光
客
の
移
動
は

バ
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
バ
ス
駐
車

場
と
し
て
桜
並
木
駐
車
場
、
田
沢

湖
畔
駐
車
場
、
民
間
駐
車
場
等
で

対
応
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
駐
車
場
で
の

対
応
が
で
き
な
く
な
る
の
は
５
年

以
上
先
と
考
え
て
い
る
。
市
が
現

在
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
道
の

駅
・
直
売
施
設
の
調
査
・
検
討
で

は
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

も
検
討
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。 

羽
根
ヶ
台
地
区
に

道
の
駅
を

質
問  

道
の
駅
開
設
に
つ
い
て
、

昨
年
の
９
月
市
内
の
方
々
か
ら
議

会
に
請
願
書
が
提
出
さ
れ
採
択
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
何
人
か
の
議

員
が
開
設
に
つ
い
て
の
一
般
質
問

を
し
た
。
そ
の
都
度
市
長
は
前
向

き
に
検
討
す
る
と
答
弁
し
て
き
た

が
、
開
設
に
向
け
て
の
動
き
が
見

え
な
い
の
は
何
故
か
。

答
弁　

以
前
道
の
駅
構
想
に
つ
い

て
は
、
国
道
１
０
５
号
線
沿
い
の

既
存
施
設
に
つ
い
て
担
当
官
を
招

い
て
勉
強
会
を
実
施
し
た
が
事
業

化
は
厳
し
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

昨
年
の
請
願
書
は
道
の
駅
に
付
帯

す
る
直
売
施
設
に
関
す
る
こ
と
が

願
意
と
理
解
し
て
い
る
。
直
売
施

設
は
観
光
振
興
や
交
流
人
口
の
増

加
な
ど
に
経
済
好
循
環
の
可
能
性

が
あ
る
。
29
年
度
は
こ
う
し
た
課

題
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
行
っ

て
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
き
た

い
。

質
問　

県
は
船
舶
に
よ
っ
て
も
国

外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
を
図
ろ

う
と
、
秋
田
港
に
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
が
容
易
に
接
岸
で
き
る
埠
頭
の

整
備
を
進
め
る
と
し
て
お
り
、
今

年
は
24
回
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
来
港

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ

船
の
乗
客
は
バ
ス
で
県
内
を
巡

答
弁　

学
校
が
地
域
の
防
災
拠

点
や
活
性
化
に
は
た
し
て
い
る
。

役
割
に
つ
い
て
十
分
考
慮
す
る

こ
と
は
大
変
重
要
な
視
点
で
あ

り
、
行
政
効
率
を
盾
と
し
た
議
論

な
ど
、
あ
っ
て
も
よ
い
は
ず
は
な

い
と
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
が
、
児
童
生
徒

の
教
育
環
境
よ
り
、
さ
ら
に
優
先

し
て
考
慮
す
べ
き
項
目
で
あ
る

か
と
い
え
ば
、
私
は
そ
う
で
な
い

と
思
う
。
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
を
第

一
に
考
慮
す
る
こ
と
が
、
一
番
に

重
要
な
判
断
材
料
に
な
る
べ
き

で
な
い
か
と
の
思
い
を
持
っ
て

い
る
。

（
伊
藤 

邦
彦 

記
）

学
校
適
正
化
配
置
に
関

す
る
提
言
書
に
つ
い
て

伺
う

質
問　

学
校
は
災
害
時
の
避
難
場

所
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
し
て
い
る
。
加
え
て
運
動
会
や

発
表
会
等
で
地
域
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

し
、
地
域
の
核
と
し
て
の
役
割
も

果
し
て
お
り
、
行
政
効
率
だ
け
で

は
な
い
総
合
的
な
地
域
つ
く
り
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
等
に
つ
い
て

広
く
地
域
住
民
か
ら
の
意
見
を
学

校
適
正
化
配
置
計
画
に
反
映
す
る

べ
き
で
な
い
か
。

7
人
の
提
言

門脇民夫 議員

道の駅開設の動きが見えないのは何故か

■学校は地域のコミュニケーションの場と活動拠点

■道の駅の開設に向けて（神代羽根ヶ台地区）
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伊藤邦彦 議員

神
代
地
区
の
飲
料
水
問

題
の
改
善
は

質
問　

飲
料
水
で
長
き
に
わ
た
り

ご
苦
労
の
あ
っ
た
神
代
地
区
。
そ

の
苦
労
を
解
消
す
る
た
め
に
合
併

以
来
西
明
寺
低
区
浄
水
場
か
ら
神

代
地
区
に
給
水
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
西
明
寺
低
区
浄
水
場
で
神

代
地
区
を
ど
こ
ま
で
カ
バ
ー
出
来

る
の
か
。

答
弁　

現
段
階
で
は
岡
崎
・
東
前

郷
・
角
館
東
前
郷
の
一
部
、
梅
沢

地
区
の
一
部
ま
で
進
ん
で
き
て
い

る
。

市
営
落
合
球
場
の
整
備

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

質
問　

昨
年
9
月
議
会
の
一
般
質

問
の
中
で
、
同
球
場
の
飲
料
水
の

不
具
合
に
よ
り
、
各
種
大
会
が
開

催
で
き
な
い
と
い
う
問
題
と
カ
ウ

ン
ト
ボ
ー
ド
が
い
ま
だ
に
改
修
に

至
っ
て
い
な
い
問
題
を
質
問
し

た
。
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
反

映
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　

２
つ
の
問
題
を
改
善
す
べ

く
、
ど
ち
ら
の
改
修
費
も
新
年
度

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
飲
料
水

に
関
し
て
は
新
角
館
総
合
病
院
付

近
か
ら
延え
ん
し
ん伸
す
る
計
画
で
あ
る
。

質
問　

大
曲
仙
北
地
区
に
は
、
9

つ
の
公
認
球
場
が
あ
る
が
、
電
光

掲
示
板
が
整
っ
て
い
な
い
の
は
、

我
が
市
の
2
球
場
の
み
で
あ
る
。

誠
に
さ
み
し
い
限
り
だ
。

　

こ
の
度
の
落
合
球
場
の
改
修
に

向
け
た
基
本
設
計
に
組
み
入
れ
ら

れ
な
い
の
か
。

答
弁　

落
合
球
場
の
施
設
の
機
能

診
断
を
行
い
、
改
修
に
向
け
た
基

本
設
計
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
電
光
掲
示
板
に
つ
い
て
も

財
源
を
含
め
、
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
機
構
改
革
に

よ
る
限
界
水
量
の
基
準
見
直
し
が

な
さ
れ
、
神
代
中
学
校
、
未
給
水

地
域
と
し
て
残
っ
て
い
た
角
館
東

前
郷
地
域
の
一
部
が
全
て
西
明
寺

浄
水
場
か
ら
給
水
可
能
と
な
る
。

質
問　

未
普
及
地
区
解
消
の
為
の

水
源
地
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
。

抱
返
り
渓
谷
に
奥
羽
山
脈
か
ら
流

れ
落
ち
る
有
望
な
水
源
が
あ
る
と

聞
く
が
、
検
討
し
た
の
か
。

答
弁　

神
代
黒
倉
地
区
に
優
秀
な

水
源
地
を
確
保
し
て
い
る
。
水
質

検
査
で
マ
ン
ガ
ン
が
含
ま
れ
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
が
、
現
在
の

高
性
能
ろ
過
器
で
問
題
は
ク
リ
ア

で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

質
問　

神
代
地
区
全
域
に
良
水
が

行
き
渡
る
に
は
、
あ
と
何
年
か
か

る
の
か
。

答
弁　

ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。
残
っ

た
生
田
・
小
松
地
区
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。
ま
た
、
企
業
会
計

で
あ
る
こ
と
か
ら
加
入
率
・
採
算

性
等
の
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を

ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
平
成
36
年
度

を
目
途
に
完
成
を
急
ぎ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
は

広
久
内
地
区
の
方
が

適
地
で
は
な
い
の
か

質
問　

生
保
内
カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
は

過
去
に
2
度
豪
雨
に
よ
る
流
失
の

被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
事
情

に
よ
り
関
係
団
体
か
ら
角
館
広
久

内
（
あ
き
た
芸
術
村
）
付
近
に
移

転
の
要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
3
度

同
じ
場
所
に
コ
ー
ス
が
作
ら
れ
て

い
る
。そ
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

私
も
同
感
で
あ
り
、
要
望

に
添
う
べ
く
努
力
を
し
た
。
し
か

し
、仙
北
地
域
振
興
局
か
ら
は「
河

川
に
構
造
物
を
作
る
こ
と
は
許
可

で
き
な
い
」と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

誠
に
残
念
で
あ
る
。

（
佐
藤 

大
成 

記
）

7
人
の
提
言

市長 29年度予算で早期に対応する。

球春、来たる。
落合球場の不備の改修を急げ

■カヌーコース実現にむけて（広久内地区）

■早期改修が待たれる落合球場
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総務文教常任委員会

平成29年度一般会計予算

クニマス未来館関連等の合計４議案を否決
主
な
討
論

・クニマス未来館の業務や観覧料設定にさらなる検討が必要である。
・市内の観光事業を展開する企業が「あきた」と名を冠した名称に変更した例などから、クニマス

未来館にも「あきた」を冠することを検討し、修正するべきである。
・田沢湖郷土史料館の展示物の行き先が全て決まってから閉館すべきであり、時期尚早である。
・貸与した高校入学準備金の収納率を上げることが目的であれば、貸与者を変更する必要性はない

と考える。今の改正を早急に行う必要はない。

JR角館駅前に角館庁舎建設を求める請願３件を不採択
・請願の趣旨は十分に理解できるが、私有地に建てるとなると財政的な面で難しい。
・賑わいのあるところに建設するという考えは賛成できるし、市有地で良好なところがあれば望ましいと

思う。しかし、駅前は私有地であり建設が困難だと思う。

主
な
内
容

ふるさと仙北応援寄付積立金 １億１万円 ふるさと納税の積立金

仙北市総合体育館建設事業費 542万円 基本設計の調査費

総合給食センター建設事業費 4,689万円 基本・実施設計・地質調査の予算

条例案等の審査

質
問　

前
年
に
比
べ
て
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
額
が
低
調
だ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
し
て
改
善
を
図
る
の

か
。

答
弁　

平
成
29
年
１
月
現
在
で
寄

付
件
数
は
３
，
６
２
２
件
（
前
年

比
67
、
２
％
）、
寄
付
金
額
は
５
，

５
７
２
万
円
（
前
年
比
75
、
３
％
）

で
あ
る
。
減
少
理
由
に
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
競
争
激
化
が
あ
る
。

　

29
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
の

た
め
の
挨
拶
状
の
送
付
と
、
す
か

い
ら
ー
く
グ
ル
ー
プ
で
の
Ｐ
Ｒ
を

年
２
回
実
施
す
る
他
、
高
額
な
返

礼
品
の
対
応
強
化
、
新
商
品
の
拡

大
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
紹
介

ペ
ー
ジ
の
強
化
、
市
外
か
ら
の
来

場
者
の
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
の
広
報

活
動
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

質
問　

総
合
体
育
館
構
想
の
進
捗

状
況
と
財
源
内
訳
は
。

答
弁　

平
成
28
年
に
調
査
検
討
委

員
会
が
設
立
さ
れ
、
提
言
の
取
り

ま
と
め
が
行
わ
れ
て
い
る
。
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
も
、
床
面
積

や
規
模
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
財
源
は
、
合
併
特
例
債
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
、
文
科
省
関

係
の
補
助
金
を
検
討
し
て
い
る
。

　

合
併
特
例
債
の
期
限
を
考
え
る

と
、
時
間
的
余
裕
は
あ
ま
り
な
い

状
況
で
あ
る
。

質
問　

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

で
提
示
さ
れ
た
資
料
は
不
備
が
多

く
不
満
を
感
じ
る
。
こ
の
資
料
で

基
本
設
計
・
実
施
設
計
ま
で
本
当

に
可
能
な
の
か
。

答
弁　

今
ま
で
に
提
示
し
た
資
料

を
叩
き
台
と
し
て
、
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
後
、
計
画
立
案
の
為
の
新
た

な
資
料
等
を
作
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

建
設
予
定
地
は
、
西
木
工

業
団
地
と
い
う
説
明
だ
が
、
位
置

は
ど
こ
か
。

答
弁　

排
水
の
関
係
で
、
西
木
工

業
団
地
の
南
端
付
近
を
想
定
し
て

い
る
。

平
成
29
年
度
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■閉館される田沢湖郷土史料館
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市民福祉常任委員会

平成29年度一般会計予算

平成29年度　仙北市病院事業会計予算
質問　田沢湖病院は一般会計からの基準外繰入として 1 億円の補助金がでている。来年度以降も繰入を続
けていくのか。
答弁　今年度から病院運営安定化資金として一般会計から 1 億円をいただいている。運営安定化の一つは
資金不足を解消する事で、現在は、一時借入金が 5 億円を超えており、その元金と利息が経営を圧迫して
いる。医療局、両病院は一緒の会計になっており、田沢湖病院の資金不足比率は病院事業全体に影響を及
ぼす状況になっている。これを回避したい思いで、1 億円の繰入を 5 年間行うという経営安定化計画である。
その中で経営改善を進めながら、なるべく早い段階で支援をいただかなくても良い形にしたい。

主
な
内
容

温泉休養施設管理運営費 241,244千円

西木温泉クリオンへのエレベーター設置及び更衣室増築工事。

障がい者支援施設「かわ舟の里角間川」改修事業費補助金 234,844千円

社会福祉法人水交会が運営する障がい者支援施設「かわ舟の里角間川」改修事業に対する仙北市分の助成。

医師確保対策事業費 28,088千円

医師等医療スタッフの招聘活動の推進。また、将来指定医療機関に勤務しようとする意志を有する学生に修
学資金を貸与し、医師等医療スタッフの充実を図る。

主な議案

質
問　

プ
ー
ル
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
維
持
管
理
費
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

答
弁　

ク
リ
オ
ン
の
指
定
管
理
委
託

料
が
、
プ
ー
ル
や
ク
リ
オ
ン
の
建
物

と
合
わ
せ
４
，
８
３
０
万
４
，
０
０

０
円
で
あ
る
。
そ
の
中
で
プ
ー
ル
分

が
１
，
１
７
２
万
円
で
、
プ
ー
ル
清

掃
等
そ
の
他
経
費
が
含
ま
れ
て
い

る
。ま
た
、こ
の
額
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

保
守
料
66
万
円
も
含
ま
れ
て
い
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
フ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
契
約
で
月
額
5
万
５
０
０
０
円
で

あ
る
。
な
お
、
プ
ー
ル
の
修
繕
に
つ

い
て
は
、
今
後
10
年
間
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。

質
問　

障
が
い
者
支
援
施
設
「
か
わ

舟
の
里
角
間
川
」
改
修
事
業
費
補
助

金
に
関
連
し
、
総
事
業
費
は
ど
の
く

ら
い
か
。

答
弁　

総
額
12
億
８
，８
２
３
万
９
，

４
８
０
円
で
、
構
成
市
町
の
負
担
金

が
11
億
１
，
４
２
３
万
８
，
０
０
０

円
で
あ
る
。
こ
の
内
仙
北
市
分
は
2

億
３
，
４
８
４
万
４
，
０
０
０
円
で

あ
る
。

質
問　

医
師
確
保
対
策
の
結
果
が
出

て
い
な
い
。
両
病
院
の
院
長
と
も
連

携
し
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁　

市
長
は
医
師
確
保
対
策
の
出

張
以
外
で
も
、
そ
の
情
報
を
得
る
為

に
、
医
療
関
係
機
関
等
に
寄
っ
て
来

る
事
も
あ
る
。
医
師
確
保
の
為
だ
け

に
い
く
場
合
は
、
医
療
局
あ
る
い
は

両
病
院
か
ら
も
同
行
し
て
い
る
。
大

学
病
院
に
い
く
場
合
で
も
、
管
理

者
、
医
療
局
関
係
者
が
同
行
し
、
院

長
が
同
行
す
る
場
合
も
あ
る
。
専
門

の
医
師
が
同
行
し
た
場
合
が
良
い
時

に
は
、
同
行
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問　

医
師
等
修
学
資
金
貸
付
金
に

つ
い
て
、
貸
付
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

現
在
年
2
回
、
貸
付
を
し
て

い
る
医
学
生
、
看
護
学
生
等
と
交
流

会
を
行
っ
て
い
る
。

　

秋
田
大
学
の
学
生
と
は
秋
田
市

で
、
そ
の
他
の
大
学
の
方
々
と
は
夏

休
み
に
帰
ら
れ
た
際
に
、
様
々
な
情

報
交
換
を
し
て
学
生
と
の
交
流
を

行
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
度
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■一層の経営改善が求められる
　田沢湖病院
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産業建設常任委員会

平成29年度 一般会計予算

仙北市農業委員会の委員及び
農地利用最適化推進委員の定
数に関する条例について
　農業委員の選出方法が、公職選挙法に基づくものか
ら市長が議会の同意を得て、任命する方法に改めるこ
とになる。農業委員は 17 名、推進委員は 20 名とする。

仙北市農業委員会委員候補者
選考委員会条例について
　推薦を受けた者、募集に応募した者のうちから候補
者を選考するため、選考委員会を置く。
　委員は７名以内、任期は３年とする。

請願を採択
市道神代西明寺線道路改良工
事に関する請願書
　通学児童の安全確保や地域住民の安全確保
のため、歩道境界ブロックやグリーンベルト
の設置のほか、側溝法面の拡幅工事、ガード
レールなどの安全対策を求めるもの。

■解体予定の角館総合技能センター

主
な
内
容

畜産環境総合整備事業費　 2億333万円

国の畜産整備事業により堆肥処理場を建設。年度内完成予定。

観光施設整備事業費 1,865万円

玉川・抱返り渓谷歩道改修や駒ケ岳山道改修設計仙北市分の負担金や潟尻公衆トイレ移転整備

角館祭りの山行事公開展示事業費　 16万円

曳山の通年展示を検討する。

冬期交通対策費 3億6,382万円

市道等の除排雪により冬期間の適正な交通を確保する。

落合球場整備事業費 1,974万円

落合公園運動施設改修調査基本設計、給水管引き込み工事を実施

質
問　

曳
山
の
展
示
す
る
場
所
は
検
討

し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

人
の
流
れ
が
、
武
家
屋
敷
か
ら

外
町
に
呼
び
込
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

質
問　

冬
の
除
排
雪
関
連
予
算
が
当
初

予
算
に
計
上
さ
れ
た
理
由
は
。

答
弁　

例
年
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て

い
た
。
査
定
の
段
階
で
９
月
補
正
予
算

対
応
と
な
っ
て
い
た
。

質
問　

農
業
委
員
の
資
格
や
女
性
農
業

委
員
の
数
は
。

答
弁　

認
定
農
業
者
が
過
半
を
占
め
る

こ
と
と
す
る
。
女
性
・
青
年
農
業
委
員

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
女
性
は
、
最

低
で
も
一
人
は
確
保
し
た
い
。

質
問　

推
進
委
員
は
、
誰
が
選
ぶ
の
か
。

答
弁　

公
募
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
が

選
ぶ
こ
と
に
な
る
。

質
問　

選
考
委
員
は
、
誰
が
選
び
、
対

象
と
な
る
人
は
。
委
員
会
の
回
数
は
。

答
弁　

市
長
が
任
命
す
る
。
対
象
は
、

市
外
で
は
、
仙
北
地
域
振
興
局
農
林
部
、

県
農
業
会
議
、
市
内
で
は
農
業
委
員
経

験
者
、
農
林
部
長
経
験
者
、
農
業
委

員
会
事
務
局
長
経
験
者
を
想
定
し
て
い

る
。
農
業
委
員
の
任
期
が
３
年
な
の
で

任
期
内
１
回
の
開
催
予
定
で
あ
る
。

平
成
29
年
度
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト
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活
動
方
針

    

結
婚
の
意
思
が
明
確
な
未
婚
者
に
対
し
、

継
続
的
な
出
会
い
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
美
味
し
い
料
理
」と「
愉
快
な
対
話
」

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
重
要
な
要
素
で
す
。

活
動
内
容

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
へ
関
心
の
あ
る
方
に
、

あ
ら
か
じ
め
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。F

a
c
e

b
o

o
k

ペ
ー
ジ
「
は
じ
め
ま
し

て
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

フ
ォ
ー
ム
が
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加
が
確
定
し

た
男
女
各
５
名
に
は
、
飲
食
店
を
貸
し
切
り

に
し
た
状
態
で
お
会
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

結
婚
相
談
を
生
業
と
し
て
い
る
事
業
者
を

除
く
と
、
こ
れ
ま
で
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
一

回
限
り
で
終
わ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
こ
れ
を
年
に
複
数
回
、
さ
ら
に
期
限
を

決
め
ず
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
参
加
希
望
者

に
も
複
数
回
の
チ
ャ
ン
ス
を
ご
提
供
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動

　

２
０
１
６
年
7
月
、
同
11
月
、
２
０
１
７

年
の
最
初
は
4
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。国

、
県
、
市
に
望
む
こ
と

　

基
本
的
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
角
館
あ
き
ん

ど
塾
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か

し
、
出
来
る
だ
け
お
カ
ネ
と
手
間
の
か
か
ら

な
い
方
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
末
永
く
続
け

ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

〜いきいき広場〜

プロジェクトリーダー
千葉清美
角館町上野10-15
（090-9636-0928）

角館あきんど塾
はじめましてから

はじめましょうプロジェクト

■一組でも多くのゴールインを！

  市議会観光振興議員連盟 ( 会長、青柳議長 ) は 4
月 12 日、神代の抱き返り渓谷臨時駐車場付近で
桜の植樹を行った。桜によるまちづくりで市内全
域の観光振興を目指す議員連盟の「桜プロジェク
ト」の一環である。植樹は「神代地域運営体」会
員等も参加し、濃いピンクの花が特徴のジンダイ
アケボノの苗が植えられた。今後も市内全域で住
民と打ち合わせをした上で、植樹を行う方針であ
る。

■植樹したメンバー

議会の「桜プロジェクト」始動
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編
集
後
記

  

今
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
を
含
め

条
例
案
の
修
正
や
否
決
、
予
算
案
の
修

正
が
相
次
ぎ
提
出
さ
れ
た
。

　

高
校
入
学
準
備
金
貸
付
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
議
案
で
は
、
現
在
高
校
入

学
準
備
金
借
用
の
契
約
者
は
親
で
返
済

率
が
17
％
と
低
率
で
あ
る
。
他
の
市
町

村
で
は
契
約
者
を
本
人
、
親
を
保
証
人

と
し
卒
業
後
の
返
還
に
つ
い
て
自
覚
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
返
済
率

は
も
っ
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
も

他
市
町
村
と
同
様
に
改
正
を
と
の
提
案

で
あ
っ
た
が
、
本
人
の
使
用
す
る
準
備

金
と
い
い
な
が
ら
も
、
契
約
時
ま
だ
若

い
の
で
将
来
を
考
え
る
と
い
か
が
な
も

の
か
。
徴
収
率
だ
け
だ
と
す
れ
ば
連
帯

保
証
人
等
で
改
善
で
き
る
と
し
て
否
決

さ
れ
た
。
ま
た
、
予
算
の
修
正
案
に
つ

い
て
は
、
定
例
議
会
前
の
協
議
会
に
お

い
て
不
備
事
項
を
指
摘
し
た
が
、
失
念

し
是
正
し
な
い
ま
ま
提
出
し
た
た
め
、

不
備
事
項
に
係
わ
る
部
分
の
平
成
29
年

度
予
算
を
削
減
す
る
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

一
事
が
万
事
、
職
務
に
対
す
る
緊
張

感
の
欠
如
や
責
任
感
の
不
備
が
招
い
た

議
案
の
否
決
や
修
正
で
あ
り
猛
省
す
べ

き
で
あ
る
。

（
門
脇 

民
夫 

記
）

　

29
年
第
１
回
定
例
会
議
案
第
１
号
に
「
仙

北
市
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
条
例
」
が
上

程
さ
れ
た
。

「
ク
ニ
マ
ス
」
に
「
ロ
マ
ン
」
を
感
ず
る
人

は
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ピ
ン
と
こ
な
い

人
も
多
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
「
時
期
尚
早
で
あ
る
」「
未
来
館
を
建
て
て

も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト(

約
１
千
五
百
万
円)

が
ペ
イ
し
な
い
。」

県
が
各
市
町
村
と
協
働
に
よ
る
未
来
づ
く
り

を
す
る
為
、
事
業
費
の
半
額(

２
億
円)

を

補
助
と
し
て
支
出
す
る
も
の
。
市
で
は
「
ク

ニ
マ
ス
未
来
館
」
建
設
の
関
係
予
算
に
使
用

し
た
。　

担
当
委
員
会
の
総
務
文
教
委
員
会
は
条
例
案

を
否
と
決
し
た
。

　

本
会
議
採
決
は
委
員
会
の
結
果
を
尊
重
す

る
こ
と
が
議
会
の
慣
例
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ

の
ま
ま
い
け
ば
本
会
議
で
も
条
例
案
は
否
決

さ
れ
る
。

　

委
員
会
で
否
と
決
し
た
主
な
理
由
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

★
臨
時
職
員
を
採
用
し
秋
田
県
と
山
梨
県
で

２
ヶ
月
間
の
講
習
の
後
、
ク
ニ
マ
ス
未
来

館
で
ク
ニ
マ
ス
の
飼
育
に
当
た
る
と
の
事
だ

が
、
生
態
が
わ
か
ら
ず
難
し
い
と
言
わ
れ
る

ク
ニ
マ
ス
の
飼
育
に
は
専
門
家
を
採
用
す
べ

き
で
あ
る
。

★
国
内
外
の
方
々
か
ら
来
て
い
た
だ
く
為
、

条
例
の
最
初
に
仙
北
市
で
な
く
秋
田
と
す
べ

き
で
あ
る
。

　

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
は
７
月
１
日
開
業
に
向

け
建
物
は
完
成
間
近
と
な
っ
て
い
る
が
、
条

例
案
が
否
決
さ
れ
る
と
一
般
会
計
に
提
案
さ

れ
て
い
る
運
営
予
算
は
凍
結
に
な
る
可
能
性

が
高
い
。

　

本
会
議
採
決
前
に
『
議
事
進
行
』
を
か
け

二
度
の
休
憩
を
は
さ
み
、
こ
の
取
り
扱
い
を

協
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

議
員
全
員
で
臨
み
各
々
の
意
見
、
主
張
を

出
し
合
い
「
市
議
会
」
と
し
て
の
方
針
を
協

議
し
た
。

　
「
今
こ
こ
に
き
て
反
対
す
る
の
で
な
く

も
っ
と
早
く
に
意
思
表
示
す
べ
き
で
あ
る
」

「
何
で
も
賛
成
す
る
雰
囲
気
は
反
省
す
る
べ

き
だ
」「
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
関

係
が
あ
り
こ
こ
ま
で
来
た
。
今
こ
こ
で
予
算

凍
結
は
失
礼
で
は
な
い
か
」「
ク
ニ
マ
ス
の

飼
育
に
つ
い
て
は
、
内
水
面
試
験
場
を
退
職

し
た
専
門
家
を
採
用
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
説

明
し
な
か
っ
た
の
か
」
等
々
。
結
果
、
本
会

議
で
は
逆
転
し
可
決
と
な
っ
た
。　

　
『
議
事
進
行
』
中
の
各
位
の
発
言
を
集
約

す
れ
ば
、
あ
た
か
も
「
今
」
で
な
く
、「
も
っ

と
早
く
」
に
否
決
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
の
ご

と
く
で
あ
っ
た
が
、
予
算
は
凍
結
を
免
れ
、

観
光
面
で
市
民
に
大
き
な
希
望
と
な
り
ま
し

た
。

（
八
栁 

良
太
郎 

記
）

「
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
」

も
っ
と
早
く
に
…

平
成
29
年
3
月
議
会

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

田
沢
財
産
区
管
理
委
員  

同
意

　

千
葉 

栄
幸
（
62
歳
）
寺
下

　

藤
原 

　
修
（
68
歳
）
大
山

　

羽
根
川 

覺
（
72
歳
）
先
達

　

千
葉 

恒
昭
（
72
歳
）
打
野

人
権
擁
護
委
員  

推
薦

　

茂
木 

一
代
（
55
歳
）

  　

角
館
町
小
勝
田
中
川
原
１
１
１
番
地
30

◎
記
事
訂
正
の
お
詫
び

  

平
成
29
年
２
月
15
日
発
行
の
議
会

だ
よ
り
№
45
号
の
人
事
欄
人
権
擁

護
委
員
の
名
字
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
を
申
し
上
げ
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

伊
藤
和
子（
誤
）→
伊
東
和
子（
正
）

控
室


